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1 佐藤雅浩『精神疾患言説の歴史社会学―「心の病」はなぜ流行するのか』（新曜社，2013年 3月） 





























                                                   




















の近代デジタルライブラリーで「神経衰弱」と検索すると 418 件がヒットする（2015 年 12 月末現
在）。さらに、郭沫若が来日して『女神』を制作するまでの 1914 年から 1921 年に限定してみても、




















                                                   
4 櫻井龍彦「神経症と近代―森田療法を手がかりにして―」（『三田社会学』14 号，2009） 
5 近森高明「二つの「時代病」―神経衰弱とノイローゼの流行にみる人間観の変容―」（京都社会学年報）7号，
1999 年） 


















































































                                                   
10 高橋雅雄『漱石文学が物語るもの』（みすず書房，2009年）33頁 
11 『続創造十年 他：』3～4頁 
12 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』（平凡社東洋文庫，1967年）29頁。 
13 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』29頁。 
14 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』31頁。 






























                                                   
15 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』29頁。善書には「道教の教えにもとづいて勧善を説いた通俗書」の
訳注がある。 
16 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』30頁。弾詞には「琵琶などの弦楽器に合わせてうたう江南地方の語
り物」の訳注がある。 
17 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』』30頁。 
18 『道教事典』（野口鐵郞・坂出祥伸・福井文雅・山田利明編集，平河出版社，1994年初版）の「善書」の項を
参照。 
19 酒井忠夫『増補 中国善書の研究』上巻（『酒井忠夫著作集』一、国書刊行会，1999年） 




































22 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』30頁。 
23 郭沫若自身は「もし誰かがその気になって収集して整理し手を加えれば、あるいは即成民間文学が生まれるか
もしれない」（『私の幼少年時代』30頁。）と、その文学的価値を認める発言をしているのである。 
24 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』23頁。 
































                                                   
25 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』126頁。 
26 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』24頁。 
27 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』24頁。 
28 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』24頁。 


































                                                   
30 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』24頁。 
31 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』25頁。 
32 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』26頁。 
33 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』26頁。 
































                                                   
34 佐藤雅浩『精神疾患言説の歴史社会学―「心の病」はなぜ流行するのか』第二章 105～106頁。 
35 『黒猫・創造十年 他：郭沫若自伝 2』（平凡社東洋文庫，1968年）16頁。 
36 『私の幼少年時代 他：郭沫若自伝 1』136頁。 
37 『黒猫・創造十年 他：郭沫若自伝 2』17頁。 
38 『黒猫・創造十年 他：郭沫若自伝 2』17頁。 


































                                                   
40 『黒猫・創造十年 他：郭沫若自伝 2』149頁。 
41 『続創造十年 他：郭沫若自伝 3』18頁。 
42 『続創造十年 他：郭沫若自伝 3』19頁。玄学家には「一種の神秘主義的空論家」の注記がある。 
43 『続創造十年 他：郭沫若自伝 3』18頁。 
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本屋で『王文成公全集』を手にしたことによる。その中で、郭沫若は王陽明が静坐を行っていたこと





    五時半起床。 
    五時半から六時半まで顔を洗って歯を磨き、冷水浴一回。 
    六時半から七時まで静坐。 
    七時、朝食。 
    （中略） 
    夕食後七時ごろ散歩する。 
    七時から十時まで、復習と予習。 
    十時十五分、静坐して後、就寝。 























































                                                   



































                                                   

























   天狗 
（一） 
我是一条天狗呀！   私は天の狗！ 
我把月来吞了，   私は月を呑み込こんで、 
我把日来吞了，   私は日を呑み込こんで、 
我把一切的星球来吞了，   全ての星を呑み込んで、 
我把全宇宙来吞了。   全宇宙を呑み込んだ。 
我便是我了！    私は私なのだ！ 
 
（二） 
我是月底光，    私は月の光、 
我是日底光，    私は日の光、 
我是一切星球底光，   私は全ての星の光、 
我是 X 光線底光，   私は X 線の光、 
我是全宇宙底 Energy 底總量！  私は全宇宙のエネルギーの総量！ 
 
                                                   
52 藤田梨那「郭沫若の「天狗」論」（『国士館大学文学部人文学会紀要』36 号,2003 年） 
53 武継平『異文化の中の郭沫若』第七章 204頁 
54 李怡「“歇斯迭里”的文学史意义――郭沫若的自我定位与我们对郭沫若的定位」（『郭沫若の世界』岩佐昌暲・藤
田梨那・武継平編，2010 年 7月） 
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（三） 
我飛奔，    私は走る、 
我狂叫，    私は叫ぶ、 
我燃燒。    私は燃焼する。 
我如烈火一樣地燃燒！   私は烈火のように燃焼する！ 
我如大海一樣地狂叫！   私は大海のように叫ぶ！ 
我如電気一樣地飛跑！   私は電気のように走る！ 
我飛跑，    私は走る、 
我飛跑，    私は走る、 
我飛跑，    私は走る、 
我剥我的皮，    私は自分の皮を剥いで、 
我食我的肉，    私は自分の肉を食らい、 
我吸我的血，    私は自分の血を啜り、 
我噛我的心肝，   私は自分の心臓と肝臓を噛み、 
我在我神経上飛跑，   私は自分の神経の上を走り、 
我在我脊髓上飛跑，   私は自分の脊髄の上を走り、 
我在我腦筋上飛跑。   私は自分の脳神経を走る。 
 
（四） 
我便是我呀！    私は私なのだ！ 















































 この「天の狗」以外にも、精神の疾患を感じさせる作品は幾つかあるが、特に 1920 年 12 月に書か
                                                   
55 石原千秋『百年前の私たち―雑書から見る男と女』（講談社，2007年 3月）第一章 
56 夏目漱石『それから』十一の五（『夏目漱石全集』6巻，岩波書店,1994年） 


































                                                   


































                                                   
58 『黒猫・創造十年 他：郭沫若自伝 2』193頁。 
59 田寿昌がこの映画を見たことに言及した、小南一郎「田漢と日本（一）」（『日本アジア研究（埼玉大学大学院
文化科学研究科博士後期過程紀要）』創刊号, 2004 年）がある。 
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 郭沫若は幼少から、宗教的な民間信仰の世界に好んで触れており、同時に家族や親戚という身近な
人々の鬼神体験にも触れていた。鬼神の話は、それを体験した人の精神や神経に深く関わるものであ
ることを後に知るようにもなるが、その精神の世界は郭沫若にとっても否定できなかった。なぜなら
神経衰弱という形で精神の疾患という体験をすることになったからである。その神経衰弱を克服する
手段として、修養の一つである瞑想・静坐への興味は『荘子』を介したものであった。静坐という身
体的な実践を基盤として、郭沫若が実際にある種の神秘的な経験、自然と一体化するという汎神論に
繋がっていったのである。また、九州帝国大学医科で学んだ解剖学では、人体と向き合うという体験
をしている。しかし、郭沫若にとっては肉体よりも精神の方に興味があったのであろう。『カリガリ
博士』のように精神に異常をきたす者に興味をもち、更に自身の作品にも「神経」や「精神」を扱う
ことが多いのは、まさにこれが郭沫若にとっての創作の源泉であったからであろう。 
 
 
